
　■聖闘士ユナ　仮面の掟姦

　――この世に邪悪が蔓延る時、必ずアヘられる起勃の戦士……
　――性座の性衣を纏い、己の女体<からだ>に秘められたエネルギー、まんこすもを爆発させて戦う……
　――彼女らこそ、痴女ゥの愛とｱ平和を守る戦士……性淫士<セイント>

　そんな性淫士には厳格な掟があった。常に仮面で素顔を隠さなければならないのだ。
　もしも素顔を見られた時、性淫士は二つの選択を迫られる。
　素顔を見た相手を殺すか、それとも愛するか……
　それほどまでに……そう、性淫士にとって素顔を見られることは、
　裸を見られる以上に屈辱的なことなのである――

　そのような性質を持つため　常に性淫士は少年たちにとって性欲の対象となっていた。
　性淫士は掟により、素顔を見た相手を殺せない時は愛するしかない。
　……そんな理屈で、少年たちは性淫士を倒すことで『愛する』ことを強いるのである。

　これは、性豪の少年たちと闘う性淫士の物語――

◆
　性淫士の一人、アクィラのユナ。彼女は何と、普段から仮面を外して生活をしていた。
　裸を見られる以上の屈辱を常に感じる日々に、背徳的な快感を感じていたのだ。

（み……みんな、私を見てる……♥　この中にも……私が性淫士って知ってる人がいるのよね……♥
　素顔を晒した女性淫士なんて……何も言わなくても、内心では完全に痴女扱いしてるでしょうね……♥）

　見目麗しい容姿のユナは、買い物に行くだけで男たちの視線に晒される。
[bookmark: _Hlk5347609]　その中には、ユナが性淫士と知っている者もいるだろう。
　彼らが自分をどう思っているのか、彼らの中でどんな「使い方」をされているのか、
　想像するだけで下腹部を疼かせる中……

【お姉さん、性淫士だよね？　なんで仮面外してるの？】
「っっ♥♥」

　ついに一人の少年に声をかけられる。
　あどけない外見相応に、文言だけは穏やか。
　だが視線や口元、声色はどこか悪戯なものが含まれており……
　ユナは経験上、それが性淫士に「愛する」ことを求める雄のものだと一瞬で分かってしまう。

【ねーお姉さん？　女性淫士は素顔見られたら殺すか愛するかしないといけないんだよね？　ボク殺されちゃうのー？】
「そ……そんなわけないでしょ……♥　キミみたいな子を、殺すなんて……♥」
【へーー……じゃぁ……】

　やはり「殺す」という選択は取らない。
　それを確認した少年は、更に笑みに黒いものを滲ませ……

　――……
　――――…………

　ドビュルルルルルルルッ♥♥
「あはぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ♥♥」

【ふ――……はい、中出し完了っと】
（お……♥♥　男の子のおちんぽ……♥♥　やはり圧倒的すぎる……♥♥）

　……「殺す」ことができないなら、「愛する」しかない。
　確認した少年にホテルに連れ込まれたユナは、
　今日も「愛する」ことを強いられていた。

　……このようなことは、ユナにとっては初めてではない。
　むしろ女性淫士にとっては日常茶飯事である。
　少年たちは「愛する」ことの定義を性行為だと勝手に決め付け、女性淫士の優しさや真面目さに付け込んで事に及ぶ。
　特にユナは容姿、実力、知名度と三拍子揃っており、
　女性淫士の中でも抜群の人気＝被害数を誇っていた。
　結果、過去に幾多もの辱めを受けたユナの身体は雄に対する抵抗力がなくなっており、
　成すが儘だったのである。

◆　――買い物に行けば　金の代わりに身体を要求され……
（た、確かに、お店の人を殺すなんてできない♥　でも……♥）
【じゃ、ユナさん、果物のお代は中出しってことで♪】
「なっ？！　何よそれっ♥　ぼったくりにも程が……♥」
　ぱんぱんぱんぱん♥♥
「ダメっ♥♥　たったこれだけのために中出しなんてぇっ♥♥」
　ドビュ♥♥　ビュビュゥゥゥッ♥♥
「あぁ――――――――っっ♥♥♥」
【毎度あり～♪】
（そんな……♥　お店の人に買われちゃうなんて……♥）

　当然のように膣内射精される。
　いくら「愛する」ことを義務付けた性淫士の掟とはいえ、あまりに理不尽な男たちの要求。
　だが発情期を迎えたユナの身体は、このレイプ要求にスリルを感じてしまい、
　態度では嫌がるものの、内心では酷く溺れてしまっていた。
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